
第1部

金

三重県内を牽引する志高き経営者をめざして

第2部

未来の三重県経済を担う
若手経営者・後継者向け育成塾

各界の合計7名の超豪華講師陣による開催。
若手経営者・プレ後継者の皆様向けに、
実践的な経営者学や現場主義の感性等をお伝えし、
これからの県経済を担っていく志高き経営者へと育成します。

場 所：第一ビル（津市羽所町345）津駅東口から徒歩3分

※駐車場なし。公共交通機関をご利用ください。

時 間：各回１３時～１７時

参加費：無料

主催・問い合わせ先：三重県事業承継・引継ぎ支援センター
（公益財団法人三重県産業支援センター よろず支援・事業承継課）
ＴＥＬ：059-253-1522 ＦＡＸ：059-228-3800 ＭＡＩＬ：miejuku@miesc.or.jp

インスピーレマネジメント

代表/成長創造パートナー 前山都子 氏
塾長

百五銀行に入行し、計4 店舗の支店
長を経て、人事部副部長兼人材開発
課長（研修所長）として約 2,500 
人の行員の能力開発に携わる。
2014 年に同行を退職し、人材開発
戦略コンサルタントとして独立。
現在は、中小企業の成長をお手伝い
するために、人材開発、理念策定・浸
透、キャッシュフローの好転を3本柱に、
成長創造パートナーとして活動中。
著書
『 金融機関管理職の戦略的マネジメ
ント 成果を上げる力 』
『早く結果が欲しいなら、上司の役に立
ちなさい』

全5回開催

令和6年
9月21日(土)
スタート

顧問

三重県四日市市出身。早稲田大学
商学部卒業後、外資系コンサルティン
グ会社などを経て独立。
コンサルティング、執筆・講演といった堅
めの仕事から、落語家・講談師との共
演まで幅広く活動中。
早稲田大学エクステンションセンターや
NHKラジオ歴史番組の講師、経済産
業省財務人材育成PJ・文化庁アート
市場活性化WG等の委員会委員、小
さな商売人を応援するフリーランス塾の
塾長を務める。
著書『会計の世界史』
『良い値決め 悪い値決め』
（以上、日経BP）
『ただの人にならない「定年の壁」のこわ
しかた』（マガジンハウス）ほか多数。

田中靖浩公認会計士事務所

所長 田中靖浩 氏



◆受講対象者 ：三重県内に在籍する中小企業の若手経営者もしくは後継者等で、半年間を通じて積極的に参加・受講する熱意のある方
◆定 員 ：３０名程度
◆受 講 料 ：無料
◆募 集 期 間 ：令和6年6月頃～８月30日（定員になり次第締め切ります）
◆応 募 結 果 ：9月初旬に個別通知します。
◆留 意 事 項 ：第1回（９月）、最終回（1月）の講義終了後に交流会を予定しています。

交流会などにかかる費用は、別途ご負担いただきます。

第6期MIE塾 通年スケジュール

日時 テーマ 講師 講師紹介

1
9月21日（土）

13：00～17：00

オリエンテーション 開塾式
●開講の挨拶
●自社紹介と入塾の目的

顧問講話
●『変革時代のリーダーの要諦』

経営に必要なブレない軸をつくる
●理念経営について

前山 都子氏

田中 靖浩氏

2
10月12日（土）
13：00～17：00

チームビルディング
●今いるメンバーで「大金星」を挙げる
チームの法則

変革の時代の経営思考
●エフェクチュエーション経営の実際

第1部：仲山 進也氏

第2部：垣内 健祐氏

・仲山 進也氏
楽天グループ株式会社 楽天大学学長／仲山考材株式会社 代表取締役
創業期（社員20名）の楽天に入社。楽天市場出店者の学び合いの場「楽天大学」を
設立、人にフォーカスした本質的な商売の考え方を伝えつつ、出店者コミュニティの醸成を
手がける。楽天で唯一のフェロー風正社員（兼業自由・勤怠自由）となり、仲山考材
㈱設立。ヴィッセル神戸の経営参画、横浜Ｆ・マリノスとスタッフとしてプロ契約歴がある。
数万社の企業を見続け支援しながら、消耗戦に陥らない経営、自律自走型のチームづく
りを探求している。
著書 『今いるメンバーで「大金星」を挙げるチームの法則』

『組織にいながら、自由に働く。』等

・垣内 健祐氏
大阪生まれ大阪育ち。同志社大学工学部化学工学科卒業後、
三和銀行（現三菱ＵＦＪ銀行）勤務を経て、現株式会社たこ八取締役副社長
2022 年 3 月関西学院大学大学院経営戦略研究科修了（MBA）
修士論文「エフェクチュアルな実践場の形成と進化に関する研究」
大学院発エフェクチュエーション実践サロン「スナックレモネード」店主
京都芸術大学 芸術教養学科 在籍中（４回生）
株式会社真美総合研究所 代表取締役
趣味は、ゴルフ、ギター、ピアノ、旨いもん巡り。
モットー「やってやれないことはない。なんとかなるさ」
著書『 スナックレモネード入門 』 『まあるいたこ焼で世界を笑顔に』

3
11月9日（土）

13：00～17：00

金融機関対応
●地元の銀行に応援される経営者になる

経営者体験談 その1
●そらのまちほいくえん 代表

第1部：高橋 昌裕氏

第2部：古川 理沙氏

・高橋 昌裕氏
BRAVEYELL株式会社代表取締役 経営コンサルタント
外資系の経営コンサルティング会社を経て独立。地方銀行への豊富なコンサルティング経
験を有している。また、地方銀行と中小企業との橋渡しや、中小企業の経営計画策定・
財務改善のサポートにも従事。
著書『 ザ・地銀 』『ゴールベース法人取引』等。金融庁の参与（非常勤）も兼務

・古川 理沙氏
そらのまちほいくえん 代表
鹿児島県生まれ。大学などでの教員歴や会社経営歴、8年間の海外生活を通して感じ
たことを軸に「人材育成の鍵は幼児教育にある」と考え、新しい形の幼児教育の在り方を
形にするため、2017年には鹿児島県霧島市に「ひより保育園」を、2018年には姉妹園
となる「そらのまちほいくえん」を南九州最大の繁華街である鹿児島市「天文館」に開園。
商店街の中にある保育園として、近隣の店舗や大人達との関わりを通して街の活性化に
つながる活動にも注力している。

4
12月7日（土）

13：00～17：00

経営者体験談 その2
●特定非営利活動法人法人どんぐりの会
理事長 池田芙美氏

マネジメント力を磨く
●人材マネジメント
自立型人材を育成する

第1部：池田 芙美氏

第2部：前山 都子氏

・池田 芙美氏
NPO法人どんぐりの会 理事長
自身がシングルマザーとなり好きな仕事を断念した経験から、1人親も自由に職業を選択
できるよう、夜間・休日も対応する広域対応型学童保育所「どんぐりの家」を2014年に
開始。手厚い保育に必要な運営資金の一部は、約100社の地域企業の支援による
“飛び出し注意喚起看板”設置維持管理事業で賄っている。2020年には2施設目とな
る新しい学童保育を開所すると同時に障がい者の就労支援B型事業所も開設。学童保
育の子どもたちと接することができる他に水替え不要な陸上養殖ができるシステムを導入し
て障がい者が室内でカワハギを養殖する訓練ができる水福連携の取組みが特徴。
夢は、医療や塾や地域コミュニティが一体化した複合保育施設の開設。働く親と子どもた
めに、行政・企業と連携し地域課題に取組む。

5
1月18日（土）

13：00～17：00

終講式
●田中顧問激励講演
●受講生決意表明
●終講のあいさつ

前山 都子氏

田中 靖浩氏


